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補
正
予
算

☆
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
６
千
１
２
２
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総

額
を
97
億
４
千
１
３
１
万
円

と
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税　
８
千
万
円
超
え
る

平成27年第９回12月定例会
　

平
成
27
年
12
月
定
例
会
が
、
12
月
11
日
か

ら
18
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
平
成
27
年
度
各

会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
慎
重
に
審
議

し
、
提
案
さ
れ
た
19
議
案
す
べ
て
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
国
に
提
出
す
る

意
見
書
１
件
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

・�

ふ
る
さ
と
湯
梨
浜
応
援

基
金
事
業

�

４
千
３
３
１
万
円

　

10
月
末
で
寄
付
総
額
が

8
千
万
円
を
超
え
、
寄
付
者

管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど

を
行
う
ほ
か
、
積
立
金
を
増

額
す
る
。

住
環
境
整
備

・
促
進
住
宅
管
理
経
常
経
費

�

３
７
７
万
円

　

は
わ
い
長
瀬
団
地
の
水
ま

わ
り
修
繕
の
ほ
か
、
老
朽
化

に
よ
る
床
や
壁
の
修
繕
を
行

う
。０

歳
児
増
加

・
太
養
保
育
園
委
託
料

�

１
千
２
１
２
万
円

　

入
園
児
数
の
増
加
な
ど
に

よ
る
増
額
補
正
。
主
に
０
歳

児
の
増
加
。

広
域
観
光
強
化

・�

鳥
取
県
中
部
圏
域
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
整
備
実
践
事
業

�

３
６
８
万
円

　

と
っ
と
り
梨
の
花
温
泉
郷

広
域
観
光
協
議
会
を
核
と
し

て
、
鳥
取
県
中
部
圏
域
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
推

進
法
人
）
を
整
備
し
、
幅
広

い
事
業
展
開
を
行
い
、
旅
行

者
の
満
足
度
の
向
上
、
地
域

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
者

増
加

・
自
立
支
援
給
付
費

�

１
千
８
４
４
万
円

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
増
加
に
伴
う
、
給
付
費

の
増
額
。

耕
作
放
棄
地
の

解
消
へ

・�

中
核
的
担
い
手
農
家
育

成
奨
励
金
交
付
事
業

�

１
１
７
万
円

　

町
外
の
認
定
農
業
者
に
よ

る
、
町
内
農
地
の
利
用
権
設

定
に
対
す
る
奨
励
金
。

お礼の品カタログ
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財
政
健
全
化
へ

・
長
期
債
繰
上
償
還
元
金

�

２
億
４
千
５
５
９
万
円

　

新
中
学
校
な
ど
大
型
事
業

実
施
後
も
、
よ
り
弾
力
的
で

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
は

か
る
た
め
、
起
債
の
繰
上
償

還
を
行
う
。

高
額
医
療
費
増
加

☆�

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計

　

高
額
な
医
療
給
付
の
増

加
に
伴
い
、
保
険
給
付

費
の
増
額
な
ど
に
よ
る

１
千
４
５
９
万
円
の
増
額
補

正
。

☆
介
護
保
険
特
別
会
計

　

国
保
連
合
会
と
町
を
結
ぶ

介
護
保
険
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

鳥
取
県
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に

切
り
替
え
る
た
め
の
経
費
な

ど
31
万
円
の
増
額
補
正
。

☆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

消
費
税
額
の
確
定
に
伴
う

公
課
費
の
減
額
と
施
設
整

備
に
伴
う
予
算
の
組
替
。

工
事
請
負
費
の
増
額
な
ど

３
１
５
万
円
の
減
額
補
正
。

☆�
農
業
集
落
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計

　

制
度
改
正
に
伴
う
人
件
費

の
減
額
と
消
費
税
額
確
定
に

伴
う
公
課
費
の
減
額
な
ど

１
４
８
万
円
の
減
額
補
正
。

※
公
課
費
…
使
用
料
な
ど
に

含
ま
れ
る
消
費
税
を
納
税
す

る
歳
出
科
目
。

地
震
に
よ
る
修
繕

☆�

国
民
宿
舎
事
業
特
別
会

計

　

職
員
給
与
費
の
減
額
と
消

耗
品
費
や
10
月
の
地
震
に
よ

る
屋
根
瓦
の
修
繕
料
な
ど

46
万
円
の
増
額
補
正
。

条
例
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

始
ま
る

☆�

行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
平
成

28
年
１
月
１
日
運
用
開
始
に

伴
い
、
町
民
税
の
申
告
、
町

民
税
や
固
定
資
産
税
、
国
保

税
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
減

免
を
受
け
る
た
め
の
申
請
書

な
ど
に
個
人
番
号
（
法
人
番

号
）
を
記
載
す
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

☆�

湯
梨
浜
町
個
人
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
条
例

　

個
人
番
号
の
利
用
は
、
番

号
法
で
厳
し
く
制
限
さ
れ
、

番
号
法
に
規
定
さ
れ
て
い
な

い
も
の
に
は
利
用
で
き
な
い

が
、
地
方
公
共
団
体
が
条
例

で
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
条

例
で
定
め
る
事
務
な
ど
に
個

人
番
号
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。

緊
急
入
居
に
対
応

☆�

湯
梨
浜
町
地
域
定
住
賃

貸
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
営
住
宅
み
な
と
団
地
に
、

災
害
、
そ
の
他
特
別
な
事
情

が
あ
る
場
合
に
入
居
で
き
る

よ
う
、条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

そ
の
他

指
定
管
理
者
を

決
定

☆�

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
東

湖
園
及
び
東
郷
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

指
定
管
理
を
、
社
会
福
祉

法
人
湯
梨
浜
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
指
定
。
指
定
の
期
間

は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か

ら
５
年
間
。

羽
合
小
増
築

☆
工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
目
的

　

羽
合
小
学
校
教
室
等
増
築

工
事
（
建
築
）

契
約
の
金
額

�

７
千
１
４
９
万
６
千
円

契
約
の
相
手
方

　

有
限
会
社　

共
栄
組

　

代
表
取
締
役　

山
崎
稔

新
教
育
委
員

決
ま
る

☆
人
事
案
件

　

教
育
委
員
会
委
員
の
人
事

案
件
に
同
意
し
た
。

�

（
敬
称
略
）

教
育
委
員

　

青
木　

由
紀
子

�

（
は
わ
い
温
泉
）

　
（
任
期
）
平
成
27
年
12
月

25
日
か
ら
平
成
31
年
12
月
24

日

町営みなと団地
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本会議での採決結果　12月定例会
議案の内容

（○：賛成　×：反対）
増
　
井

寺
　
地

河
　
田

浜
　
中

入
　
江

松
　
岡

酒
　
井

上
　
野

浦
　
木

会
　
見

米
　
田

行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律の
施行に伴う関係条例の整備に関する条
例の制定について

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湯梨浜町個人番号の利用等に関する条
例の制定について

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※上記以外の17議案（全19議案。陳情書は除く）は全会一致で可決及び同意しました。

議案の採決は、光井議長を除く11人で行います。

12月定例会において常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

件　　　　名 陳　情　者 審査結果

外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見
書の採択を求める陳情

小坪慎也
不採択

（既に法整備が�
されているため）

人種差別を扇動するヘイトスピーチを禁止し
処罰する法律の制定に関する陳情

在日本大韓民国民団　
鳥取県地方本部
� 団長　薛　幸夫

採択
（意見書提出）

「名護市辺野古への新基地建設凍結と地方自
治の尊重、国民的議論の推進を日本政府に求
める意見書」提出に関する陳情書

反核・平和の火リレー　
鳥取県実行委員会
� 実行委員長　田中修一

継続審査

陳 情 審 査

◎意見書提出となっているものは、議員発議で政府に意見書を提出しました。
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平
成
27
年
10
月
29
日
、大

山
町
議
会
を
訪
問
し
、議
会
広

報
制
作
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　

住
民
に
親
し
ま
れ
る
広
報

誌
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、「
読
ん
で
み
た
く

な
る
紙
面
に
す
る
」、「
住
民

目
線
で
読
み
や
す
い
内
容
に

す
る
」、「
議
会
だ
よ
り
に
し

か
な
い
情
報
を
載
せ
る
」、

「
会
議
録
や
活
動
報
告
で
は

な
く
情
報
誌
に
す
る
」
と
い

う
編
集
理
念
の
も
と
、
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
表
紙
、
簡
潔

な
文
章
、
興
味
を
引
く
見
出

し
、
行
政
広
報
と
違
う
情
報

を
載
せ
る
な
ど
工
夫
さ
れ
て

い
た
。

　

議
会
活
動
情
報
の
発
信
手

段
と
し
て
、
本
会
議
の
み
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
議
員
と
語
る
会
を

年
2
回
開
催
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
て
住
民
の
考
え
を

聞
い
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

研
修
し
た
内
容
を
し
っ
か

り
議
論
し
、
多
く
の
方
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ

り
に
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
27
年
11
月
19
日
か
ら

21
日
、
山
口
県
防
府
市
と
大

分
県
竹
田
市
を
訪
問
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
と

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、取
組
み
を
調
査
し
た
。

　

防
府
市
に
あ
る
「（
株
）夢

の
み
ず
う
み
村
防
府
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
あ
え
て
バ
リ
ア
を
作
っ

た
『
バ
リ
ア
・
ア
リ
ー
』
に

よ
り
、
生
活
す
べ
て
が
リ
ハ

ビ
リ
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

利
用
者
が
で
き
そ
う
な
こ
と

に
は
職
員
が
手
を
貸
さ
な
い

な
ど
、
日
常
生
活
が
再
び
で

き
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
お

ら
れ
た
。

　

毎
朝
一
日
の
予
定
を
自
ら

が
選
択
し
自
己
管
理
し
、
施

設
内
に
仮
想
社
会
生
活
空
間

を
つ
く
り
、
仮
想
通
貨
を
通

じ
て
現
実
社
会
へ
の
対
応
力

を
高
め
て
い
た
。

　

要
支
援
１
・
２
が
介
護
保

険
か
ら
外
れ
る
が
、
町
内
に

も
こ
の
よ
う
な
施
設
を
作
る

か
、
公
民
館
な
ど
で
対
応
す

る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
方
法
だ

と
感
じ
た
。

　

竹
田
市
は
、
市
全
体
の
高

齢
化
率
は
46
・
３
％
と
高
く
、

高
齢
化
率
60
％
を
超
え
る
地

域
も
あ
る
。

　

対
策
と
し
て
、「
暮
ら
し

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を

立
ち
上
げ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
を
行
い
、
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
や
通
い
の
場
と
し

て
の
運
営
を
委
託
。
元
気
な

高
齢
者
が
担
い
手
と
し
て
活

躍
で
き
る
地
域
を
め
ざ
し
て

い
る
。

　

要
支
援
・
要
介
護
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
若
い
世
代
か

ら
介
護
予
防
に
意
識
を
持
っ

て
も
ら
う
取
組
み
な
ど
、
見

習
う
べ
き
点
が
多
く
あ
っ
た
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

施設の説明を受ける
（（株）夢のみずうみ村防府デイサービスセンター）

真剣に研修（大山町議会にて）

先進地に学び
　　まちづくりに活かす
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水
明
荘

Ｑ
．
町
内
で
は
、
８
～
10
月

を
中
心
に
宿
泊
客
が
増
え
て

い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
特

に
中
国
、
韓
国
か
ら
の
旅
行

者
の
増
加
に
よ
る
も
の
か
。

Ａ
．
旅
館
組
合
に
よ
る
と
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
さ
ん

に
よ
る
も
の
。
水
明
荘
は
、

風
呂
付
の
部
屋
や
ベ
ッ
ド
な

ど
施
設
の
問
題
で
、
大
き
な

団
体
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

Ｑ
．
改
善
計
画
に
収
支
計
画

が
載
っ
て
い
な
い
が
。

Ａ
．当
面
の
課
題
を
あ
げ
た
。

一
つ
は
、
職
員
の
意
識
。
二

つ
目
は
、
職
員
の
適
正
配
置

と
無
駄
の
な
い
運
営
。
三
つ

目
は
支
配
人
の
権
限
強
化
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
。

Ｑ
．
計
画
に
上
が
っ
て
い
る

も
の
で
、
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
は
あ
る
か
。

Ａ
．
組
織
の
構
成
を
変
え
る

こ
と
。
４
つ
の
構
成
を
営
業

部
と
し
て
一
本
化
し
て
、
指

導
教
育
し
て
い
る
。

さ
く
ら
工
芸
品
工

房
使
用
者
決
定

　

パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
工
房
と

カ
フ
ェ
シ
ョ
ッ
プ
の
２
組
が

決
定
し
た
。

Ｑ
．パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
と
は
、

具
体
的
に
。

Ａ
．
ク
レ
ヨ
ン
で
絵
を
か
く

も
の
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

的
な
こ
と
で
進
め
ら
れ
る
。

１
月
か
ら
運
営
予
定
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

二
次
募
集
を
行
い
、
４
名

が
応
募
、１
名
を
採
用
し
た
。

八
戸
市
出
身
で
、
泊
地
域
で

空
き
家
対
策
や
海
の
駅
「
サ

カ
ナ
ク
ワ
イ
屋
」
の
Ｐ
Ｒ
、

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
に
参
画

し
て
も
ら
う
。

Ｑ
．も
う
１
名
に
つ
い
て
は
。

Ａ
．
募
集
を
か
け
て
、４
月
か

ら
の
採
用
を
め
ざ
し
て
い
る
。

緑
の
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｑ
．
高
性
能
機
械
を
導
入
さ

れ
る
よ
う
だ
が
、
町
の
分
担

は
面
積
割
で
９
％
。
伐
採
量

と
伐
採
後
は
。

Ａ
．素
材
の
生
産
計
画
量
は
、

町
全
体
で
１
万
３
千
６
６ 

９
㎥
、
中
部
全
体
で
15
万
１

千
８
８
２
㎥
。
平
成
27
年
か

ら
５
年
間
。

　

伐
採
後
は
植
林
す
る
。

天
女
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

Ｑ
．
関
さ
ん
の
ほ
か
に
、
も

う
１
体
を
誰
に
依
頼
さ
れ
た

か
。
最
初
の
も
の
と
の
設
置

場
所
と
の
位
置
関
係
は
。

Ａ
．
湯
村
氏
に
依
頼
。
位
置

は
、
来
町
時
に
話
を
す
る
。

Ｑ
．
ど
ん
な
も
の
に
な
る
の

か
。

Ａ
．
作
品
自
体
が
石
造
で
抽

象
的
な
も
の
。

Ｑ
．
ス
ケ
ッ
チ
と
か
、
何
点

か
提
示
な
し
に
、
ま
か
せ
っ

き
り
か
。

Ａ
．
東
郷
池
の
波
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
作
品
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
に
近
い
も
の
に
。
東
郷

池
と
天
女
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し

た
も
の
に
な
る
の
で
は
。

促
進
住
宅
管
理
は

Ｑ
．
移
管
前
に
大
規
模
に
修

繕
さ
れ
た
が
。

Ａ
．
風
呂
場
の
カ
ビ
、
ト
イ

レ
な
ど
の
水
ま
わ
り
で
、
９

カ
所
を
修
繕
す
る
。

パステルアート工房オープン

天女モニュメント（イメージ図）

総
務
産
業
常
任
委
員
会

経
営
改
善
を
め
ざ
す
水
明
荘
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国
保
税
率
ア
ッ
プ
か

　

平
成
28
年
度
の
国
保
税
の

収
入
は
、
わ
ず
か
に
増
加
す

る
も
の
の
、
財
源
と
な
る
交
付

金
が
減
る
た
め
、
収
入
総
額

が
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

不
足
分
を
賄
う
た
め
、
国

保
税
率
を
上
げ
る
な
ど
の
対

策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

Ｑ
．
法
定
外
（
一
般
会
計
）

繰
入
が
２
千
万
円
程
度
と
考

え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
弾
力

的
な
考
え
は
。

Ａ
．
半
年
の
実
績
を
見
な
が

ら
議
論
し
て
い
る
。
税
率

ア
ッ
プ
が
で
き
な
い
な
ら
、

法
定
外
繰
入
に
つ
い
て
議
論

し
た
い
。

Ｑ
．
消
費
税
が
８
％
に
な
っ

た
時
点
で
負
担
感
が
増
え
て

い
る
。
法
定
外
繰
入
や
む
な

し
と
い
う
判
断
か
。

Ａ
．
法
定
外
繰
入
は
極
力
避

け
た
い
。
慎
む
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
県
で
一
本
化
す
る
の
は

い
つ
か
。

Ａ
．
平
成
30
年
度
。

『
伯ほ

う
き
の
く
に

耆
国
羽
衣

天
女
伝
説
』
発
刊

　

天
女
の
ふ
る
里
づ
く
り
事

業
の
一
環
と
し
て
、
天
女
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
共
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

Ｑ
．
内
容
に
倉
吉
市
も
入
っ

て
い
る
。
伯
耆
国
と
大
き
な

題
が
付
い
て
い
る
が
負
担
は
。

Ａ
．
販
売
分
１
０
０
０
冊
の

う
ち
、
倉
吉
市
に
３
５
０
冊

引
き
受
け
て
い
た
だ
く
。
残

り
を
町
で
販
売
に
取
り
組
む
。

Ｑ
．
我
々
も
機
会
が
あ
れ
ば

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
が
。

Ａ
．
町
商
工
会
や
観
光
協

会
、文
化
団
体
協
議
会
な
ど
、

各
団
体
を
通
し
て
、
会
員
に

広
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
。

売
れ
行
き
不
調

　

地
方
創
生
・
地
域
住
民
生

活
等
緊
急
支
援
事
業
（
健
康

推
進
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成

事
業
）
の
執
行
率
は
、
12
月

末
現
在
で
５
割
を
切
っ
て
い

る
た
め
、
２
月
ま
で
延
長
す

る
。

Ｑ
．
Ｐ
Ｒ
不
足
な
の
か
、
魅

力
が
な
い
の
か
、
十
分
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ
．
ハ
ワ
イ
ゆ
～
た
う
ん
の

回
数
券
の
売
れ
行
き
は
良
い

が
、潮
風
の
丘
や
龍
鳳
閣
は
、

年
会
費
と
い
う
こ
と
で
今
一

つ
売
れ
行
き
が
良
く
な
い
。

Ｑ
．
全
体
の
予
算
の
執
行
率

が
約
47
％
。
執
行
残
が
あ
っ

た
場
合
の
取
扱
い
は
。

Ａ
．
全
体
枠
の
中
で
動
い
て

い
る
が
、
余
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の

運
動
能
力
が
心
配

　

平
成
27
年
度
全
国
体
力
・

運
動
能
力
調
査
結
果
と
、
今

後
の
対
応
が
報
告
さ
れ
た
。

Ｑ
．
以
前
と
比
べ
て
、
こ
こ

数
年
の
傾
向
は
。

Ａ
．
や
や
体
力
的
に
落
ち
て

い
る
傾
向
は
あ
る
。
小
学
校

で
は
、
男
子
は
ど
の
学
年
も

全
国
平
均
を
下
回
る
項
目
が

多
い
が
、
女
子
は
前
年
よ
り

良
か
っ
た
。
中
学
校
は
全
国

平
均
を
上
回
る
項
目
が
多

か
っ
た
。

　

な
る
べ
く
、
授
業
の
合
間

で
運
動
す
る
な
ど
、
体
力
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は

大
丈
夫
か

Ｑ
．
パ
ソ
コ
ン
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
ソ
フ
ト
は
、
統
括
的

に
契
約
し
、
管
理
し
て
い
る

か
。

Ａ
．
役
場
、
学
校
、
図
書
館

は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
ソ
フ
ト

で
管
理
し
て
い
る
。

　

役
場
は
、
個
人
情
報
系
と

一
般
業
務
系
に
分
け
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
も
別
に
整
備
し
て

い
る
。

体力づくりに取り組む（羽合小学校）

天女伝説の魅力を再発見

教
育
民
生
常
任
委
員
会

国
保
会
計
が
ピ
ン
チ
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―質問事項―

　平成27年12月定例会の一般質問は、第４日
目の12月14日（月）に行われ、８人の議員が
登壇。町政について熱心に議論を展開した。

	 	 ページ
上　野　昭　二	 ①家族まるごとウェルカム政策を	 9

浦　木　　　靖	 ①放課後子どもプランは	 9

松　岡　昭　博	 ①湯梨浜町の目指す農業構造は	 10
	 ②町民に寄り添った子育て支援を	 10

濱　中　武　仁	 ①予算編成方針と町政の課題は	 11
	 ②情報モラル教育の充実を	 11

米　田　強　美	 ①認知予防とジェネリックの促進を	 12
	 ②コンビニで納税を	 12

増　井　久　美	 ①行政区ごとの高齢化対策を	 13
	 ②国保税の引き上げは止めるべき	 13

会　見　祐　子	 ①防災訓練の現状のあり方は	 14
	 ②子どもの貧困と虐待の対応は	 14

寺　地　章　行	 ①湯梨浜町版CCRC構想は	 15
	 ②TPPで町の農業は	 15

町政を問う!一般
質問
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い
よ
い
よ
来
年
度
よ
り
、

全
国
一
斉
に
総
合
戦
略
が
展

開
さ
れ
る
。
ま
ず
は
出
生
数

を
増
や
す
事
が
入
口
論
だ

が
、
町
の
総
合
戦
略
に
は
、

大
黒
柱
や
道
筋
が
見
え
ず
、

焦
点
が
ぼ
け
て
い
る
。

　

他
市
町
に
真
似
の
で
き
な

い
、
特
色
あ
る
具
体
策
『
子

育
て
支
援
を
大
学
卒
業
ま
で

拡
充
』
し
、
湯
梨
浜
町
版
Ｃ	

Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
を
融
合
さ
せ
た
、

家
族
ま
る
ご
と
ウ
エ
ル
カ
ム

戦
略
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
『
湯
梨
浜
は
鳥
取
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
』
へ
を
徹
底

し
、
当
町
な
ら
で
は
の
、
地

の
利
を
活
か
し
た
町
づ
く
り

家
族
ま
る
ご
と
ウ
エ
ル
カ
ム

政
策
を

「
子
育
て
し
や
す
い
町
」
を

実
現
し
た
い

QA

を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
（
町
長
）

　

大
学
卒
業
時
ま
で
の
支
援

拡
充
対
策
と
し
て
、
地
方
創

生
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
多

子
世
帯
に
対
し
、
中
学
卒
業

時
期
に
、
祝
い
金
を
支
給
す

る
よ
う
計
画
。

　

新
た
な
奨
学
金
制
度
も
、

総
合
戦
略
に
織
り
込
ん
で
お

り
、
大
学
な
ど
を
卒
業
後
、

湯
梨
浜
町
に
帰
り
、
特
定
の

職
に
就
く
こ
と
を
条
件
に
、

返
還
を
免
除
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
な
か
で
、
湯

梨
浜
の
良
さ
を
し
っ
か
り
と

Ｐ
Ｒ
し
、
移
住
定
住
対
策
と

抱
き
合
わ
せ
て
進
め
、
家
族

ま
る
ご
と
移
住
を
し
っ
か
り

と
や
っ
て
い
き
た
い
。

※
湯
梨
浜
町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

　

東
京
圏
を
は
じ
め
と
す
る

高
齢
者
が
地
方
に
移
り
住

み
、
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

生
活
を
送
る
と
と
も
に
、
医

療
介
護
が
必
要
な
と
き
に
は

継
続
的
な
ケ
ア
が
受
け
ら
れ

る
地
域
づ
く
り

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
は

教
室
の
一
体
型
へ
調
整

QA

「
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
二
つ
が

明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
基
本

的
な
考
え
は
。

　

次
に
、
地
域
に
子
ど
も
の

姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
な

か
で
地
域
に
何
を
求
め
て
い

く
の
か
。

　

次
に
、
不
審
者
・
地
震
・

火
災
・
津
波
に
対
し
て
、園
・

学
校
の
避
難
訓
練
、
マ
ニ
ュ

　

湯
梨
浜
町
の
放
課
後
子
ど

も
プ
ラ
ン
は「
子
ど
も
教
室
」

ア
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
０
～
５
才
児
の
保

護
者
に
と
っ
て
特
色
あ
る
園

が
選
択
で
き
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

子
ど
も
は
、
地
域
の
人
と

の
関
わ
り
合
い
の
中
で
育
つ

こ
と
が
、
健
全
な
発
達
に
つ

な
が
る
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

避
難
訓
練
実
施
に
向
け
検
討

中
、
こ
ど
も
園
で
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
訓
練
を

行
っ
て
い
る
。

　

保
護
者
が
入
園
施
設
を
選

択
す
る
際
は
、施
設
の
種
類
、

理
念
、
定
員
、
距
離
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。　　

答
弁
（
教
育
長
）

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放

課
後
子
ど
も
教
室
の
一
体
型

は
、
４
月
か
ら
各
小
学
校
で

実
施
出
来
る
よ
う
調
整
中
。

　

小
・
中
学
校
で
の
避
難
訓

練
は
、マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、

実
施
し
て
い
る
。

上野昭二

解体後の学校用地を
移住定住者向けに活用を（北溟中学校）

浦木　靖

子ども教室での学習
（羽合西コミュニティ）
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町
民
に
寄
り
添
っ
た

子
育
て
支
援
を

必
要
性
や
緊
急
度
で
判
断

QA

　

町
政
に
対
す
る
色
々
な
要

望
や
意
見
が
聞
こ
え
て
く

る
。
そ
の
人
達
か
ら
出
る
言

葉
は
、「
町
は
理
由
を
並
べ

て
出
来
な
い
と
言
っ
て
い

る
。
前
向
き
に
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
対
応
し
て
ほ
し

い
。」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

次
の
こ
と
に
つ
い
て
所
見

を
問
う
。

答
弁
（
町
長
）

①
町
民
か
ら
の
要
望
な
ど

は
、
必
要
性
や
緊
急
度
な
ど

を
判
断
し
、
方
針
を
出
し
て

い
る
。

③
改
修
さ
れ
た
、
乳
児
室
な

ど
は
、
法
に
は
抵
触
し
な
い

が
、
安
全
に
避
難
す
る
こ
と

は
重
要
。
新
年
度
早
々
に
着

工
し
た
い
。

④
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
援
助
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。

答
弁
（
教
育
長
）

②
通
級
学
級
は
、
羽
合
小
学

校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
、

指
導
に
あ
た
る
体
制
が
整
え

ら
れ
な
い
か
、
県
教
育
委
員

会
と
協
議
を
し
た
い
。

　

羽
合
小
学
校
で
は
３
年
前

に
、
保
護
者
会
の
開
催
を
呼

び
か
け
た
が
、
参
加
者
は
な

か
っ
た
。

　

町
は
、
農
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
育
成
し
て
い
く
た

め
、
認
定
農
業
者
や
集
落
営

農
組
織
の
育
成
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
大

筋
合
意
と
な
り
、今
後
、益
々

厳
し
い
経
営
環
境
に
な
る
の

で
は
と
危
惧
し
て
い
る
が
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
所
見
を

問
う
。

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
本
町
農
作

物
へ
の
影
響
と
、
影
響
を
受

け
る
作
物
の
対
策
。

②
こ
れ
か
ら
の
町
農
業
構
造

の
誘
導
方
向
。

③
認
定
農
業
者
に
な
り
た
い

と
思
わ
せ
る
よ
う
な
施
策

湯
梨
浜
町
の
目
指
す

農
業
構
造
は

組
織
化
を
進
め
る

QA

や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
収
入
減

少
対
策
の
実
施
。

答
弁
（
町
長
）

①
米
に
つ
い
て
は
、
国
内
需

要
が
減
少
す
る
中
、
価
格
の

下
落
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

梨
は
輸
入
量
も
少
な
く
、

直
接
的
な
影
響
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
ぶ
ど
う
に
つ

い
て
も
、
影
響
は
限
定
的
と

思
わ
れ
る
。
農
作
業
の
効
率

化
を
進
め
る
た
め
に
、
引
き

続
き
組
織
化
を
進
め
て
い
く
。

②
町
内
全
地
区
に
、
認
定
農

業
者
と
集
落
営
農
組
織
を
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
し
よ
う

と
計
画
し
て
い
る
。

③
現
在
、
町
独
自
の
中
古
機

械
の
導
入
な
ど
、
支
援
策
を

検
討
し
て
い
る
。

　

収
入
減
少
対
策
に
つ
い
て

は
、
国
の
具
体
的
な
対
策
を

待
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

①
町
民
か
ら
要
望
・
意
見
が

あ
っ
た
と
き
の
町
の
立
ち
位

置
と
対
応
方
針
。

②
各
小
学
校
に
、
通
級
学
級

や
保
護
者
会
の
設
置
。

③
ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園
に
避

難
経
路
の
設
置
。

④
同
園
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
設
置
。

松岡昭博

大規模農家の収穫作業（門田）

まつざきこども園に配備されたチャイルドシート
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①
平
成
28
年
度
は
、
地
方
創

生
に
本
格
的
に
取
り
組
む
年

度
と
な
る
が
、
新
年
度
予
算

編
成
方
針
と
重
点
課
題
へ
の

取
り
組
み
。
ま
た
、
国
の
地

方
創
生
に
対
す
る
感
想
は
。

②
総
合
計
画
、
過
疎
計
画
の

検
証
と
、
今
後
５
年
間
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
。

③
安
倍
首
相
は
、
一
億
総
活

躍
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。そ
の
一
方
で
、

国
と
地
方
を
通
じ
た
、
歳
出

の
効
率
化
に
取
り
組
む
と
し

て
い
る
が
、
歳
入
の
確
保
と

歳
出
の
効
率
化
を
ど
う
考
え

て
お
ら
れ
る
の
か
。

④
監
査
委
員
が
提
言
を
さ
れ

予
算
編
成
方
針
と

町
政
の
課
題
は

計
画
の
着
実
な
前
進
を
図
る

QA

た
、
町
育
英
奨
学
金
制
度
の

拡
充
は
。

答
弁
（
町
長
）

①
「
第
３
次
総
合
計
画
」
や

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
な
ど
各
種
計

画
の
着
実
な
前
進
を
図
る
。

国
の
地
方
創
生
交
付
金
の
さ

ら
な
る
上
積
み
を
期
待
し
て

い
る
。

②
「
地
域
の
活
力
維
持
に
よ

り
町
を
作
る
」
を
基
本
目
標

と
し
て
事
業
を
展
開
す
る
。

③
国
・
県
の
情
報
収
集
・
分

析
を
徹
底
し
、
的
確
に
予
算

要
求
に
反
映
さ
せ
る
。

　

全
事
業
に
対
し
、
費
用
対

効
果
、
必
要
性
、
緊
急
性
を

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
証
す
る
。

④
大
学
卒
業
後
、
湯
梨
浜
町

に
定
住
す
る
こ
と
を
条
件
に

奨
学
金
制
度
を
創
設
し
た
い
。

情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
を

今
後
も
モ
ラ
ル
教
育
に

取
り
組
む

QA

用
に
よ
る
健
康
や
学
習
へ
の

悪
影
響
な
ど
を
、
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

③
児
童
生
徒
、
保
護
者
に
対

す
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
現

状
と
課
題
は
。

④
今
後
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

リ
テ
ラ
シ
ー
、
情
報
モ
ラ
ル

教
育
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ

ホ
）
な
ど
の
長
時
間
利
用
に

よ
る
、
健
康
や
学
習
へ
の
悪

影
響
の
ほ
か
、
い
じ
め
や
犯

罪
の
温
床
に
な
る
な
ど
、
多

く
の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
情
報
モ
ラ
ル
教
育

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
本
町

の
小
・
中
学
生
の
ス
マ
ホ
な

ど
の
使
用
状
況
は
。

②
ス
マ
ホ
な
ど
の
長
時
間
利

答
弁
（
町
長
）

　

学
校
と
家
庭
、
地
域
が
連

携
し
推
進
し
て
い
く
。

答
弁
（
教
育
長
）

①
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
保
有
率
は
小
学
生

21
・
８
％
、中
学
生
28
・
７
％

と
な
っ
て
い
る
。

②
視
力
に
影
響
が
で
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
家
庭
学
習

の
時
間
不
足
、
集
中
力
不
足

に
よ
る
伸
び
悩
み
を
心
配
し

て
い
る
。

③
毎
年「
情
報
モ
ラ
ル
教
室
」

を
開
催
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
保
護
者
研
修

を
し
て
い
る
。

④
今
後
も
引
き
続
き
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
、

情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
取
り
組

む
。

※	

濱
中
議
員
は
こ
の
ほ
か

に
、「
18
歳
選
挙
権
へ
の

対
応
」
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

濱中武仁

過疎計画策定幹事会

情報モラル学習（東郷小学校）
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コ
ン
ビ
ニ
で
納
税
を

導
入
の
考
え
は
な
い

QA

　

近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化

に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

は
多
様
化
し
て
い
る
。
税
金

を
払
い
た
く
て
も
、
金
融
機

関
の
窓
口
の
開
い
て
い
る
時

間
帯
で
は
都
合
が
つ
か
な
い

と
い
う
声
を
聞
く
。

　

24
時
間
い
つ
で
も
町
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
提
案

す
る
。

点
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
町
は
口
座
振
替

を
進
め
て
お
り
、
コ
ン
ビ
ニ

納
税
導
入
自
治
体
と
比
べ
徴

収
率
は
遜
色
な
い
状
態
で
あ

る
。

　

町
民
の
利
便
性
と
コ
ス
ト

や
公
平
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
な
が
ら
進
め
る
べ
き
と
考

え
て
お
り
、
導
入
の
考
え
は

持
っ
て
い
な
い
。

※	

米
田
議
員
は
こ
の
ほ
か

に
、「
投
票
率
の
向
上
に

つ
い
て
」質
問
し
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
を
歌
う
だ
け
で

は
な
く
、
映
像
の
体
操
指
導

に
合
わ
せ
て
一
緒
に
体
を
動

か
す
こ
と
で
、
多
く
の
脳
が

刺
激
さ
れ
活
性
化
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
認
知

症
予
防
対
策
と
し
て
注
目
を

集
め
て
お
り
、
健
康
教
室
に

導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

認
知
度
は
上
が
っ
て
い
る

が
、
頼
む
タ
イ
ミ
ン
グ
、
頼

み
方
が
分
か
ら
な
い
と
の
声

も
聞
く
。

　

保
険
証
更
新
時
に
併
せ

て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
希
望

カ
ー
ド
（
シ
ー
ル
）
を
送
付

し
て
は
ど
う
か
。

認
知
予
防
と

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
促
進
を

引
き
続
き
普
及
に
力
を
入
れ
る

QA

答
弁
（
町
長
）

　

カ
ラ
オ
ケ
と
体
操
を
セ
ッ

ト
に
し
た
健
康
教
室
は
、
認

知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ

と
つ
で
、
以
前
か
ら
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
各
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
実
践
さ
れ
て
い

る
。

　

町
独
自
に
製
作
し
た
、
ゆ

り
り
ん
体
操
も
そ
の
典
型
。

引
き
続
き
そ
の
普
及
に
力
を

入
れ
て
い
く
。

　

本
町
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
利
用
割
合
は
76
・
４
％

で
、
全
国
で
第
６
位
、
県
内

で
は
１
位
で
あ
る
。
さ
ら
に

使
用
促
進
を
図
る
た
め
、
来

年
度
保
険
証
更
新
時
に
保
険

証
と
と
も
に
カ
ー
ド
か
シ
ー

ル
を
送
る
よ
う
考
え
て
い

る
。
効
果
的
な
方
法
を
検
討

し
、
実
施
し
た
い
。

答
弁
（
町
長
）

　

時
代
の
流
れ
と
い
う
認
識

は
あ
る
が
、
一
方
で
コ
ン
ビ

ニ
納
付
へ
の
シ
ス
テ
ム
導
入

の
初
期
費
用
に
約
２
６
０
万

円
、
毎
年
の
シ
ス
テ
ム
保
守

委
託
料
に
約
１
５
０
万
円
、

ま
た
、
毎
年
２
５
０
万
円
以

上
の
新
規
の
負
担
が
生
じ

る
。
他
の
自
治
体
で
も
、
こ

の
費
用
負
担
が
一
番
の
問
題

米田強美

タッチパネルによる認知症診断

出納室で納税
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国
保
税
の
引
き
上
げ
は

止
め
る
べ
き

運
営
協
議
会
で
協
議

QA

　

医
療
費
が
増
加
し
、
国
保

会
計
が
も
た
な
く
な
る
と
危

惧
し
、
町
報
や
「
住
民
と
議

会
と
の
意
見
交
換
会
」
の
場

で
も
説
明
が
さ
れ
た
。

　

国
保
会
計
の
実
情
と
、
医

療
費
増
加
の
原
因
は
何
か
。

ま
た
、
そ
れ
に
ど
う
対
処
し

て
き
た
の
か
。

　

高
齢
者
は
消
費
税
の
増
税

答
弁
（
町
長
）

　

医
療
費
増
加
の
原
因
の
一

つ
に
、
新
生
物
（
ガ
ン
）
に

よ
る
医
療
費
が
、
他
の
疾
病

よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

　

医
療
費
を
減
ら
す
た
め
に

定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
特

定
健
診
を
含
め
各
種
が
ん
検

診
の
受
診
率
向
上
を
図
る
た

め
、
各
地
区
の
保
健
推
進
委

員
と
連
携
し
、
町
民
に
受
診

の
呼
び
か
け
を
し
て
い
る
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者

の
負
担
が
原
則
で
あ
り
、
今

後
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
適
切
な
対
応
を
図
り
た

い
。

　

当
町
の
高
齢
化
率
は
28
％

で
あ
る
が
、
区
に
よ
っ
て
率

の
高
低
に
差
が
あ
る
。

　

ま
た
、
小
中
学
生
、
未
就

学
児
童
の
数
も
差
が
あ
る
。

　

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て
久

し
い
が
、
地
方
創
生
を
言
う

な
ら
持
続
可
能
な
地
域
を
創

り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
か
。

　
「
空
き
家
に
若
者
を
呼
び

込
む
工
夫
」「
町
営
住
宅
の

充
実
」
な
ど
行
政
が
手
を
さ

し
の
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

所
に
は
き
ち
ん
と
手
を
さ
し

の
べ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
よ
り
も
地

元
に
住
む
高
齢
者
が
安
心
し

行
政
区
ご
と
の

高
齢
化
対
策
を

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
で
マ
ッ
チ
ン
グ

QA

て
暮
ら
せ
る
施
策
を
す
る
こ

と
が
地
方
創
生
で
は
な
い
の

か
。

答
弁
（
町
長
）

　

地
元
に
住
む
高
齢
者
の
福

祉
・
健
康
の
充
実
を
図
る
こ

と
は
、重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

現
在
、
抱
え
て
い
る
高
齢

者
福
祉
で
の
課
題
「
高
齢
者

住
宅
等
の
入
居
者
需
要
」、

「
在
宅
支
援
の
充
実
」、「
介

護
予
防
・
健
康
づ
く
り
」
な

ど
を
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
の
中
で

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、「
福
祉
の
充
実
」と「
仕

事
の
提
供
」、「
地
域
経
済
の

活
性
化
」
な
ど
を
図
っ
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

や
年
金
の
引
き
下
げ
な
ど
で

暮
ら
し
は
大
変
な
状
況
で
あ

る
。

　

介
護
保
険
料
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
こ
の
上
、
国
保
税
が

引
き
上
げ
に
な
れ
ば
暮
ら
し

が
成
り
立
た
な
く
な
る
。
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
し

て
引
き
上
げ
を
止
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

増井久美

敬老会で長寿を祝う（泊地域）

検診を呼びかける町広報車
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税
の
滞
納
状
況
か
ら
、
教

育
、
子
育
て
支
援
で
は
、
生

活
困
窮
者
に
気
づ
く
こ
と
は

な
か
っ
た
か
。
貧
困
か
ら
生

ま
れ
る
虐
待
は
社
会
問
題
で

あ
る
が
、
相
談
窓
口
、
指
導

体
制
は
あ
る
か
。

　

貧
困
率
は
２
０
０
１
年
が

10
・
３
％
で
あ
る
が
２
０
１

１
年
は
16
・
３
％
と
増
加
し

て
い
る
。
ひ
と
り
親
世
帯
、

答
弁
（
町
長
）

　

湯
梨
浜
町
の
状
況
は
、「
子

供
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大

綱
」
で
示
さ
れ
た
貧
困
に
関

す
る
指
標
13
項
目
で
の
判
断

で
、
概
ね
指
標
数
値
を
ク
リ

ア
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

見
守
り
体
制
に
つ
い
て

は
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
に
お
い
て
、
学
校
、

こ
ど
も
園
、
倉
吉
児
童
相
談

所
、
医
療
機
関
な
ど
で
情
報

共
有
し
、
早
め
の
通
告
、
相

談
を
お
願
い
し
て
い
る
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

学
校
現
場
で
は
、
朝
の
健

康
観
察
の
際
に
、
担
任
が
気

を
付
け
て
子
ど
も
の
様
子
を

見
守
っ
て
い
る
。

　

３
日
以
上
の
欠
席
が
続
く

と
、
担
任
が
家
庭
訪
問
を

行
っ
て
い
る
。

　

町
防
災
訓
練
当
日
の
朝
、

震
度
４
の
地
震
が
当
町
を

襲
っ
た
。
訓
練
の
状
況
、
対

応
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　

南
海
ト
ラ
フ
と
津
波
の
災

害
に
つ
い
て
、
当
町
へ
の
影

響
と
対
策
は
。

　

避
難
所
に
お
け
る
対
応
訓

練
は
出
来
て
い
る
か
。

　

日
常
生
活
で
、
災
害
時
を

予
測
し
て
の
取
り
組
み
が
大

切
で
あ
る
。
家
族
の
命
、
高

齢
者
の
命
を
守
る
為
の
知
恵

袋
を
出
し
合
え
る
訓
練
を
各

集
落
で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

答
弁
（
町
長
）

　

住
民
へ
は
、
防
災
行
政
無

線
を
通
じ
て
、
地
震
発
生
と

津
波
の
心
配
が
な
い
旨
の
放

送
を
行
い
、
職
員
へ
は
町
内

の
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め

る
よ
う
指
示
を
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
で
は
、
鳥
取

県
で
も
最
大
震
度
５
強
も
予

測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
訓
練
は
も
と
よ
り
、
住
民

へ
の
啓
発
活
動
に
も
努
力
し

て
い
く
。

　

自
主
防
災
組
織
の
強
化
に

努
力
す
る
と
と
も
に
、
防
災

特
別
対
策
官
に
よ
る
防
災
講

習
（
11
月
末
・
31
地
区
実
施
）

も
継
続
し
、
実
際
の
災
害
に

強
い
住
民
養
成
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

母
子
世
帯
の
84
・
８
％
は
生

活
が
苦
し
い
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
苦
し
み
に
行
政
は
気
づ

く
の
が
遅
い
。

　

地
域
の
支
え
が
大
切
で
あ

る
が
、
町
民
一
体
と
な
り
、

見
守
る
体
制
が
と
れ
て
い
る

の
か
問
う
。

子
ど
も
の
貧
困
と

虐
待
の
対
応
は

情
報
を
共
有
し
、
早
め
の
対
応

QA

防
災
訓
練
の

現
状
の
あ
り
方
は

自
主
防
災
組
織
の
強
化
に
努
力

QA

会見祐子

家庭で非常食を準備

役場相談窓口（子育て支援課）
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
閣
僚
会
議
で
、
交

渉
が
大
筋
合
意
に
達
し
た
。

　

批
准
さ
れ
、
発
効
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
地
方

創
生
の
観
点
か
ら
も
、
関
税

撤
廃
や
投
資
、
サ
ー
ビ
ス
分

野
で
影
響
を
受
け
る
分
野
へ

の
実
効
性
あ
る
対
策
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が
批
准
さ
れ

答
弁
（
町
長
）

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
に
基
づ
く
農

業
分
野
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
見
極
め
が
難
し
い
。

　

湯
梨
浜
の
梨
や
ぶ
ど
う
、

い
ち
ご
の
品
質
は
良
い
が
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
発
効
し
、
い
ろ
い

ろ
な
果
物
が
入
っ
て
く
る
状

況
に
な
ら
な
け
れ
ば
影
響
は

わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
米
価

も
心
配
す
る
。

　

国
や
県
と
の
連
携
は
も
と

よ
り
、
町
独
自
で
も
、
町
内

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
農

業
者
支
援
な
ど
、
創
生
総
合

戦
略
と
合
わ
せ
て
取
り
組
む
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
は

農
業
団
体
な
ど
の
声
を
反
映

し
た
内
容
だ
と
思
う
が
、
具

体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
今
後
の
推
移
を
注
視
す

る
。

　

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想

は
、高
齢
者
の
希
望
の
実
現
、

地
方
へ
の
人
の
流
れ
、
東
京

圏
の
高
齢
化
問
題
へ
の
対
応

と
し
て
検
討
さ
れ
て
き
て
い

る
。

　

構
想
は
、
地
方
の
人
口
減

少
問
題
、
地
域
の
活
力
・
地

域
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
資

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
地
域
社
会
と
の

関
連
、
居
住
の
あ
り
か
た
、

整
備
方
針
、
介
護
医
療
サ
ー

ビ
ス
体
制
、
介
護
保
険
料
の

増
高
な
ど
考
慮
す
べ
き
点
も

あ
る
。
推
進
さ
れ
る
湯
梨
浜

町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
業
の
全
体

像
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁
（
町
長
）

　

湯
梨
浜
町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構

想
は
、
現
在
、
県
と
共
に

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
検

討
中
。
今
後
は
、
首
都
圏
の

「
移
住
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
」

を
活
用
し
た
シ
ニ
ア
の
囲
い

込
み
を
県
が
行
い
、
町
は
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
導

入
、
お
試
し
移
住
ツ
ア
ー
や

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
立
ち
上

げ
な
ど
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、大
学
と
連
携
し
て
、

健
康
づ
く
り
や
介
護
の
充
実

な
ど
で
晩
年
期
の
不
安
解
消

を
検
討
し
て
い
く
。

　

期
待
す
る
移
住
者
は
、
新

規
就
農
者
・
猟
銃
免
許
者
・

保
育
士
・
看
護
師
な
ど
の
人

材
や
地
域
活
動
に
参
加
で
き

る
人
。

　
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
を

め
ざ
し
て
い
る
。

た
場
合
の
、
本
町
農
林
水
産

業
へ
の
考
え
ら
れ
る
影
響
や

対
策
、
ま
た
本
町
の
創
生
総

合
戦
略
、
農
林
水
産
業
振
興

と
の
相
関
な
ど
、
ま
た
Ｔ
Ｐ

Ｐ
関
連
政
策
大
綱
な
ど
に
つ

い
て
問
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
町
の
農
業
は

農
業
者
支
援
を
強
化

QA

湯
梨
浜
町
版

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
は

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
を
め
ざ
す

QA

寺地章行

移住促進センターでPR（東京・八重洲）

どうする中山間地での農業（東郷地域）
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【耕作放棄地】
Q　歯止めがかかったと聞いたが、面積は増えてい

ないということか。
A　50haについて、空いてしまうところに手立て
ができた。砂丘地においても、町外企業が芝栽
培に取り組まれることで、耕作放棄地の解消に
向けて少し動いている。

【中学校】
Q　通学路については、街灯を付けてほしいとか、

歩道を広げてほしいとか、そういう意見等が出
てくると思う。

A　教育委員会で準備委員会を立ち上げ、その中で
いろいろ論議されていく。議会も陳情など、県
に対していうことはできるので、積極的に取り
組んでいきたい。

Q　新中学校には、一般住民の避難場所としての機
能はあるか。

A　防災計画に基づいて、新中学校も取り組む。

【特定健診】
Q　健診の割合が25.3～25.7％で推移していると

いうのは湯梨浜町か。県下市町村で何番目か。
全国からすると、どの位置にあるのか。

A　平成26年度特定健診受診率　26.0％　(県平均
30.7％）全国版（平成24年度　33.7％）19市
町村中17位（悪い方）。全国での順位は分から
ない。

Q　健診率の高いところがどのようなやり方をして
いるのか、視察などを考えてもらえたらと思う。

A　医療機関と協力して、前向きに取り組んでいき
たい。

【国　保】
Q　以前、単町では維持するのが大変ということで、

県で一本化していくという話を聞いたが、具体
的なことはまだ進んでいないのか。

A　具体的に前進している。数年のうちに一本化し、
将来的には、全部の保険、共済など、一本化に
なっていく。

【介護保険】
Q　認知症の地域支援推進委員の設置を地方創生の

総合戦略に位置づけた大きな計画として取り上
げていただきたい。

A　総合戦略は、まち・ひと・しごとで、人口移動
の一極集中を打破することが問われている。各
地域で介護保険も含めて、注視しながら見守っ
ていく。

【敬老会】
Q　参加を呼びかけるときに、障がい者の方をどの

ようにフォローしていくか。車いすの方のフォ
ローがあれば。

A　要望があれば、専用車で送迎するなど対応して
いる。

【意見交換会】
Q　住民と議会との距離が近まる会で大変いいもの

なので、今後とも続けていただきたい。
A　継続して取り組んで行く。

【議会広報】
Q　大変読みやすい広報だと思う。引き続き質の高

い議会広報を作っていただきたいと思う。
A　これからもみなさんの意見を聞きながら、より
良い広報紙づくりに取り組みたい。

Q　録画中継がホームページにある。３か月くらい
タイムラグがありリアルタイムではない。

A　今後は、早く更新に努める。

※たくさんのご意見ありがとうございました。
※�議会ホームページにも会議録等を掲載しています。
（http://www.yurihama.jp/page.cgi?p=13301）
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　議会の説明責任を果たすとともに、町民の声を

聴き、これからの活動に活かすため「住民と議会

の意見交換会」を11月２日、５日、６日の３日間

行いました。

　議会・町政に対して多数のご意見・提言を伺い

ました。すぐに回答できない問題などは、今後、

それぞれの委員会で協議して対応方針を検討、議

会広報に掲載していきます。

「住民と議会の意見交換会」を開催しました

【地方創生】
Q　人口ビジョンの概要、総合戦略概要ができてい

るが、これが絵に描いた餅にならないように。
A　これから５年間かけて、どういう芽を作ってい
くか。議決責任を自覚し、事業の進捗監視、効
果の検証、提言など審議に努める。

【CCRC構想】
Q　東郷湖の周り見ると、医療と介護と健康、スポー

ツジム的な関係と、グローバル化が進む中で、外
国人旅行者の受け入れなどの考え方はないのか。

A　CCRC構想を鳥取県が進めようとしている。湯
梨浜町も空き家対策も含めて、外から人を呼び
込むか、観光ともリンクさせるなど、意見や提
言しながら進めている。

【日本版DMO】
Q　旅行者に史跡や歴史など、適切に説明できるボ

ランティアガイドを養成する態勢を考えてみては。
A　日本版DMOの話になってくるが、広域観光を
行政と詰めてみたいと思う。現在、梨の花温泉
郷の法人化が進められている。

【過疎計画】
Q　12月議会に提案されるのか。議会提案までに、

具体的な事業を教えてもらえればと思う。
A　３月議会で示される。「広報ゆりはま」やHPで
広報される予定。

Q　過疎自立支援計画を総合計画、戦略の中に入れ
ていただきたい。

A　地方版総合戦略は、人口減少克服、地方創生を
目的としている。総合計画などは各地方公共団
体の相互的な振興や発展などを目的としたもの
であり、必ずしも同じではない。

【温泉利用】
Q　旅館の再生をやりたいものがいないのだろうか

と、全国に問いかけてみたらどうだろうか。ハ
ワイに来れば免税店があるとか。

A　温泉熱を利用した事業を展開。２次利用の中で、
龍鳳閣、水明荘に配湯して、シャワーなどに活
用。それとは別に、農業、ハウスとかに温泉熱
を利用するようなことが今後考えられている。
免税店はおもしろい。特区など、研究してみたい。

◆ 寄せられた意見と回答 ◆

（東郷地域での様子）
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２
０
１
６
年
の
年
明

け
、
例
年
に
な
い
暖
冬

で
、
雪
も
な
く
暖
か
な
日

が
続
い
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ス
で
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

の
梅
の
木
の
、
早
す
ぎ
る

開
花
も
耳
に
す
る
。
そ
の

一
方
で
、
ス
キ
ー
場
へ
の

影
響
が
深
刻
化
し
て
い
る

よ
う
だ
。
大
山
で
は
雪
不

足
の
た
め
年
末
年
始
の
営

業
が
で
き
ず
大
き
な
打
撃

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
町

で
も
新
成
人
の
門
出
を
祝

う
成
人
式
が
、
１
月
３
日

に
行
わ
れ
た
。会
場
に
は
、

新
成
人
１
４
０
人
が
集
い

笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

歩
む
道
は
違
う
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
夢
に
向
か
い
行
動

し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
い

つ
ま
で
も
ふ
る
さ
と
湯
梨

浜
を
大
事
に
思
っ
て
も
ら

い
た
い
。
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濱
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／
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TEL 0858（

35）5341／
FAX 0858（

35）3697／
E-m

ail：
ygikai@

yuriham
a.jp／

http://w
w

w
.yuriham

a.jp/

議会の傍聴をお気軽に
☎　35-5341　　FAX　35-3697　　メール　ygikai@yurihama.jp

あなたの声をお待ちしています。

　岩手県から引っ越して参りました、
佐藤遥と申します。
　2011年から大学で農業を専攻。しか
し、東日本大震災が心に引っ掛かり休
学。震災や農業のボランティア活動に
従事。尾瀬の山小屋でバイトをした後、
岩手から鹿児島の屋久島まで自転車（マ
マチャリ）旅行をしました。
　その後、復学と休学を繰り返し、色々
な活動をする中で「湯梨浜町の体験ボ
ランティア制度」を知りました。
　この制度を利用し、昨年の５月に「春
なのに三八市」の手伝いをしました。
行事の打ち上げでは、地元の方が「若
い人に、地域文化の継承をしっかりし
なければ」と熱く語られ、若い移住者
からは、地域の課題や将来の展望を訴
えていた光景がとても印象的で、なに
か面白い事が起こりそうな町だと感じ
ました。

　湯梨浜町は、とにかく親切な人が多
い。宅配をお願いしたら野菜を頂戴し、
郵便局では心憎い応対に感動。今回の
「地域おこし協力隊」も、私の将来を
気に掛け、進めてくださる方があって
の結果だと、感謝しています。
　「地域おこし協力隊」は、型にはまら
ない可能性を秘めた、やりがいのある
仕事だと思います。
　しかし、地元の方の協力がないと良
い結果が出ないと考えます。地域の様々
な事を学び、しっかり頑張りますので、
よろしくお願いします。

佐藤　遥
はるき

さん（泊）

初めまして地域おこし協力隊です

「よどや」でボランティア（松崎）
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